
事事例例 ：：株株式式会会社社たたままゆゆらら

「「働働ききややすすいい職職場場づづくくりりにによよりり人人材材のの確確保保とと定定着着をを実実現現ししてていいるる企企業業」」

・所在地：長野県飯田市 ・従業員数： 名 ・資本金： 万円

・事業内容：社会保険・社会福祉・介護事業

ラライイフフイイベベンントトをを理理由由にに優優秀秀なな職職員員のの退退職職がが発発生生

長野県飯田市の株式会社たまゆらは、 年から介護事業を展開し、デイサービス、ショートステイ、グルー

プホーム、特別養護老人ホームを運営している企業である。同社は複数の施設を運営しており、人材の確保・定着

が恒常的な課題であった。開業から数年は、高校卒業の新卒者を多く採用していたが、同社の職員全体の約８割は

女性が占めていることから、職員の勤続年数が上がった 年代後半から結婚・出産・育児といったライフイベ

ントを迎える職員が増え、産前産後休業・育児休業後の復職を諦めるケースが目立つようになった。特に、優秀な

看護師が妊娠を理由に退職を希望したことは大きな転機となり、職員のライフイベントによる離職を防ぐ取組が

急務となった。こうした課題に対応するため、同社は子育て世代の職員が働きやすい職場づくりの取組を推進し、

人材の確保・定着を図った。

働働ききややすすいい職職場場づづくくりりをを推推進進。。省省力力化化投投資資でで業業務務をを軽軽減減

同社は働きやすい職場づくりに向け、様々な取組を展開した。子育て世代の職員の要望を聴取し、事業所内に託

児所を開設。職員の子や孫を、一人目は１日 円、二人目以降は１日 円（後に全員１日 円に改定）とい

う低廉な料金で預けることができる仕組みを整えた。さらに、小学生の子を持ち、土日に出勤する職員のために休

日学童保育も開設している。また、１日３～７時間の範囲で短時間勤務が可能となる柔軟な勤務制度を整え、産前

産後休業・育児休業から復帰しやすい環境づくりを推進。育児中の男性職員には「育児参加計画書」を提出しても

らい、育児休業の取得希望には可能な限り対応するなど、男女問わず休暇を取りやすい職場を目指した。さらに、

子育て世代の増加に伴って夜勤が集中している職員の負担軽減にも目を向け、働きやすい職場づくりに着手。従

来の夜勤は、一人で 名近い利用者を担当し、１時間ごとに各部屋を訪ね、異常があれば応援職員が到着するま

で一人で対応しなければならない負担の大きい業務になっていた。この課題に対し、省力化投資を実施し、全室に

見守りカメラを導入。タブレットで各部屋の様子を映像で確認できるようにしたことで、ベッドからの転落など

の異常を自動で検知できるようになり、職員の業務負担軽減と同時に利用者の安全性向上も実現した。

出出産産・・育育児児をを理理由由ににししたた休休職職・・退退職職ががゼゼロロにに

一連の働きやすい職場づくりの取組により、同社職員の産前産後休業・育児休業明けの復職がスムーズになり、

仕事と育児を両立し、仕事が続けやすい環境が整った。 年に ％あった離職率は、 年には ％ま

で下がり、近年は出産・育児を理由とする退職は見られていない。介護業界の人材不足に直面する中、同社は高い

人材定着率によってその課題を乗り越えている。「事業拡大に向けては引き続き人材確保が課題であるが、職場改

善等を継続し、自社の魅力を していきたい。よりやりがいのある職場になるように、『たまゆらの さんに介

護されたい』と職員一人一人が必要とされるチームづくりを目指す。今後も地域住民から必要とされる会社で在

り続けたい」と久保田忠士社長は語る。

久保田忠士社長
デイサービスセンターたまゆらの

外観
事業所内に託児所を設置

事事例例 ：：仁仁尾尾興興産産株株式式会会社社

「「働働ききややすすいい職職場場づづくくりりやや福福利利厚厚生生のの充充実実にによよりり、、人人材材確確保保をを実実現現ししてていいるる企企業業」」

・所在地：香川県三豊市 ・従業員数： 名 ・資本金： 万円 ・事業内容：化学工業

成成長長ののたためめのの人人材材確確保保とと組組織織文文化化改改革革がが課課題題

香川県三豊市の仁尾興産株式会社は、 年創業の塩化マグネシウム等の製造・販売を行う企業である。祖業

の塩田事業から事業再編を経て「にがり」製造に注力し、 年には豆腐用にがりで国内トップシェアを獲得。

しかし、豆腐用にがり市場だけでは成長に限界があり、事業拡大を志向するも、その実行を担う人材の確保が大き

な課題となった。同社が所在する地域では、若年層は県外就職を選ぶ傾向が強く、交通の利便性にも難があるため

域外人材の流入も少ない。このような環境下で、成長に必要な人材をどのように確保するかが課題になっていた。

さらに、人材確保だけでなく、成長のためには保守的な組織文化を改革することも必要だったという。「社員の多

くが外部との交流や新しい発想を取り入れることに消極的な気質があり、視野を広げることが成長のカギになる」

と同社の塩田健一前社長と高橋寛栄社長は考えていた。

働働ききややすすいい職職場場づづくくりりとと挑挑戦戦意意欲欲をを高高めめるる制制度度改改革革をを推推進進

高橋社長は、まず人材確保のために、「働きやすい職場づくり」に着手した。社員のニーズを調査して丁寧に拾

い上げていき、育児・介護休業制度や保育手当、時短勤務、２時間単位の有給休暇など、ライフイベントに対応で

きる制度を導入。さらに、遠隔地からのバス通勤に配慮した勤務時間調整など、地域特性に応じた柔軟な勤務シフ

トも整備した。次に、組織文化改革に当たっては、「人事評価制度の改革」、「自己研さんの支援」を２本柱とした。

人事評価制度の改革では、「意欲的な社員を評価する」基本方針を打ち出し、短時間勤務や入社年度が浅い社員で

もリーダーに登用し、昇給・昇格を認める仕組みを構築。女性や子育て世代、中途採用の人材でも意欲があれば評

価される仕組みを作り、活躍を促した。次に、自己研さんの支援として、選択型福利厚生制度「カフェテリアプラ

ン」を導入。社員が自己啓発に取り組むことを促す制度で、社員が外部との交流や視野を広げることで、新しい発

想・挑戦が生まれる土壌を育んでいる。さらに、自然と議論が生まれやすい環境づくりとして、オープンオフィス

への改装や全員へのノートパソコンの配布など、ハード面の整備も積極的に進めている。

人人材材確確保保とと組組織織文文化化のの改改革革がが実実現現、、更更ななるる成成長長をを目目指指すす

これらの取組により、人材確保と組織文化の改革が着実に進展した。働きやすさを追求した制度は社員から高

い評価を得ており、「子育てと仕事の両立に不安があったが、時短勤務や保育手当のおかげで安心して働けている」

との声も聞かれる。また、人材確保と組織文化の改革を背景に、当初目指していた成長も実現している。カフェ事

業「にがり衞門」や 向け新ブランド「 」など、社員発案による新規事業が次々と誕生。「 」のバ

スソルトは保湿・保温効果等が好評を博し、化粧品口コミ情報サイトで表彰を受けるなど、新規事業が同社の利益

にも貢献している。さらに、これら同社の新規事業に魅力を感じた人材からも応募が集まり、移住を伴った優秀な

人材の入社が増加するなど好循環が生まれている。足下では１名の募集に対し 名の応募が集まるケースが生ま

れるなど、大きな成果が見られる。「優秀な社員と共に、今後は豆腐用凝固剤に依存しない用途開発や海外市場へ

の展開を進め、『にがりのことなら仁尾興産』と言われる真の専門メーカーを目指す」と高橋社長は語る。

高橋寛栄社長
向け新ブランド「 」の

バスソルトとハンドクリーム

自然と議論が生まれるように

改装したオフィス

208 2026 White Paper on Small and Medium Enterprises in Japan

「強い中小企業」に向けた「稼ぐ力」の強化第2部

02-3_中小2026_2部3章.indd   20802-3_中小2026_2部3章.indd   208 2026/04/09   16:49:542026/04/09   16:49:54


